
平成２９年度予算（案）の説明
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生 涯 学 習 政 策 局



‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥平成２９年度予算（案）事項 １

【学びを通じた地域づくりと学校・家庭・地域の連携協働】

‥‥‥‥‥‥‥１．学校を核とした地域力強化プラン ２

２．地域の教育資源を活用した教育格差解消プラン
‥‥‥‥‥‥‥～親子の学び・育ち応援プラン～ ８

３．博物館ネットワークによる未来への
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥レガシー継承・発信事業 14

４．男女共同参画推進のための学び・キャリア
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥形成支援事業 16

【専修学校等の人材養成機能の向上】

‥５．専修学校による地域産業中核的人材養成事業 18
（「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」、
「専修学校を活用した地域産業人材育成事業」、
「専修学校版デュアル教育推進事業」を統合）

‥‥‥６．専修学校グローバル化対応推進支援事業 23

【情報通信技術を活用した学びの推進】

‥‥‥‥‥‥‥‥‥７．次世代の教育情報化推進事業 25

‥‥‥‥８．ICTを活用した教育推進自治体応援事業 27

‥‥‥‥‥‥‥‥９．次世代学校支援モデル構築事業 29

〔参考〕働き方改革の実現に向けた施策（再掲）
～社会人の学び直し、格差を固定化させない教育施策の充実～

‥‥‥‥‥‥‥‥‥２．学びを通じたステップアップ支援促進事業 13
（「地域の教育資源を活用した教育格差解消プラン」の
メニューとして実施）

‥‥４．男女共同参画推進のための学び・キャリア形成支援事業 16
‥‥‥‥‥‥‥５．専修学校による地域産業中核的人材養成事業 18



生涯学習政策局

前　年　度 29 年 度 比　　　較

予　算　額 予 定 額 増△減額

 １．学びを通じた地域づくり 7,281 7,401 120 ( 1 ) 学校を核とした地域力強化プラン 6,932 ( 6,832 )

　　と学校・家庭・地域の ア 地域学校協働活動推進事業 6,435 ( 6,295 )

　　連携協働 イ 地域における家庭教育支援総合推進事業 73 ( 73 )

ウ その他 425 ( 464 )

( 2 ) 地域の教育資源を活用した教育格差解消 88 ( 0 )

プラン

～親子の学び・育ち応援プラン～【新規】

( 3 ) 博物館ネットワークによる未来への 23 ( 26 )

レガシー継承・発信事業

( 4 ) 男女共同参画のための学び・キャリア形成 31 ( 0 )

支援事業【新規】

( 5 ) その他 327 ( 423 )

 ２．専修学校等の人材 2,222 2,297 75 ( 1 ) 専修学校による地域産業中核的人材養成 1,683 ( 0 )

　　養成機能の向上 事業【新規】

( 2 ) 専修学校グローバル化対応推進支援事業 252 ( 0 )

【新規】

( 3 ) その他 362 ( 2,222 )

３．情報通信技術を活用 643 524 △ 119 ( 1 ) 次世代の教育情報化推進事業【新規】 52 ( 0 )

　　 した学びの推進

( 2 ) ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業 171 ( 261 )

( 3 ) 次世代学校支援モデル構築事業【新規】 138 ( 0 )

( 4 ) 人口減少社会におけるICTの活用による 68 ( 136 )

教育の質の維持向上に係る実証事業

( 5 ) その他 95 ( 246 )

５．新たな教育改革の 1,124 804 △ 320 ( 1 ) 中央教育審議会　等 21 ( 21 )

　　推進 等

( 2 ) 基幹統計調査　等 375 ( 725 )

( 3 ) 教育政策の効果分析強化プラン【新規】 2 ( 0 )

( 4 ) その他 406 ( 378 )

 ６．生涯学習政策局所轄・ 23,404 23,256 △ 148 ( 1 ) 国立教育政策研究所 3,254 ( 3,230 )

( 2 ) 放送大学学園 7,725 ( 7,687 )

( 3 ) 独立行政法人国立科学博物館 2,797 ( 2,749 )

( 4 ) 独立行政法人国立女性教育会館 519 ( 524 )

( 5 ) 独立行政法人国立青少年教育振興機構 8,961 ( 9,214 )

生涯学習政策局　合計 34,765 34,282 △ 483

 ※　計数はそれぞれ四捨五入しているため、合計と一致しない。

 ※　復興特別会計計上予算は含まれていない。

平　成　２　９　年　度　予　算　（案）　事　項

（単位 ： 百万円）

事　　　　　　　項 備　　　　　　                 　　　　　　考

　　 所管機関
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１．学校を核とした地域力強化プラン
（前 年 度 予 算 額 ６,８３２百万円）
2 9 年 度 予 定 額 ６,９３２百万円

１．事業の要旨
少子化・高齢化の進展、地域のつながりの希薄化、地域格差・経済格差の進行、共働

き世帯の増加等により、子供たちを取り巻く地域力が衰退していることから、地域住民
等の参画による学校を核とした人づくり・地域づくりを実施することにより地域の将来
を担う子供たちを育成し、学校を中心とした地域力の強化を図り、一億総活躍社会及び
地方創生の実現を図る。

２．事業の内容
○学校を核とした地域力強化プランの実施

学校を核とした地域力強化のための仕組みづくりや地域の活性化に関する様々な取
組を地域の特色に応じて組み合わせて推進する。
①コミュニティ・スクール導入等促進事業

学校と地域住民・保護者が力を合わせて学校の運営に取り組む「コミュニティ・
スクール（学校運営協議会制度）」運営の充実や未導入地域での体制づくりへの支
援等により一層の拡大・充実を図ることで、地域とともにある学校づくりを推進す
る。

②地域学校協働活動推進事業
幅広い地域住民や企業・団体等の参画により、子供たちの成長を支え、地域を創

生する「地域学校協働活動」を推進するため、地域と学校をつなぐ地域コーディネ
ーターの配置や機能強化により基盤となる「地域学校協働本部」の整備を推進する
とともに、学びによるまちづくりや地域人材育成、放課後子供教室、地域住民等に
よる学習支援(地域未来塾)、外部人材の活用による土曜日の教育活動を通じて、社
会全体の教育力の向上及び地域の活性化を図る。特に、放課後児童クラブと一体型
の放課後子供教室の取組を加速化し、平成３１年度末までの目標達成を１年前倒し
て実現することを目指す。

③地域における家庭教育支援総合推進事業
地域人材の養成を通じて家庭教育支援チームの組織化、家庭教育支援員の配置等

を行い、身近な地域における保護者への学習機会の提供や親子参加型行事の実施、
相談対応等の支援活動を実施することで、家庭教育支援を総合的に推進する。

④健全育成のための体験活動推進事業
農山漁村等における体験活動において、地域人材や地域資源を活用することによ

り、異世代間交流や都市農村交流を図り、地域の活性化につなげる。

⑤地域を担う人材育成のためのキャリアプランニング推進事業
「キャリアプランニングスーパーバイザー」を都道府県等に配置し、地元企業等

と連携した職場体験やインターンシップ及び地元への愛着を深めるキャリア教育の
推進等を通じ、地元に就職し地域を担う人材を育成する。

⑥地域提案型の学校を核とした地域魅力化事業
学校を核とした地域の魅力を創造する取組として、地域が提案する創意工夫ある

独自で多様な取組を支援することにより、地域の活性化を図る。

⑦地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
「スクールガード（学校安全ボランティア）」やスクールガード・リーダーの活

用等により、地域ぐるみで子供の安全を見守る体制を整備する。

⑧地域と連携した学校保健推進事業
養護教諭の未配置校等に経験豊富な退職養護教諭をスクールヘルスリーダーとし

て派遣し、学校、家庭、地域の連携による学校保健活動の展開を図る。
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一
億
総
活
躍
社
会
、

地
方
創
生
を
実
現

【
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
】（
６
，
４
３
５
百
万
円
）

地
域
と
学
校
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
域
と
学

校
の
連
携
・
協
働
の
下
、
幅
広
い
地
域
住
民
等
が
参
画
し
、
地
域
全

体
で
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
、
地
域
を
創
生
す
る
「
地

域
学
校
協
働
活
動
」
を
全
国
的
に
推
進
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
等
促
進
事
業
】（
１
６
２
百
万
円
）

学
校
と
地
域
住
民
・
保
護
者
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に
取
り
組
む

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
」
に
つ
い
て
、
運
営

の
充
実
や
未
導
入
地
域
で
の
体
制
づ
く
り
へ
の
支
援
等
に
よ
り
一
層
の
拡

大
・
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

学
校
を
核
と
し
て
地
域
住
民
等
の
参
画
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
全
体
で
地
域
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
一
億
総
活
躍
社
会
と
地
方
創
生
の
実
現
を
図
る
。

◆
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
連
施
策
に
よ
る
プ
ラ
ン
を
推
進
。

◆
学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
に
直
結
す
る
様
々
な
施
策
等
を
地
域
の
特
色
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
て
推
進
。

【
地
域
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ

ｸ
ﾞ推
進
事
業
】
（
８
百
万
円
）

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
を

都
道
府
県
等
に
配
置
し
、
地
元
企
業
等
と
連
携
し
た

職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
及
び
地
元
へ
の
愛

着
を
深
め
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
等
を
通
じ
、
地

元
に
就
職
し
地
域
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
。

【
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業
】（
７
３
百
万
円
）

地
域
人
材
の
養
成
を
通
じ
て
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
組
織
化
、
家
庭
教
育
支

援
員
の
配
置
等
を
行
い
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
保
護
者
へ
の
学
習
機
会
の
提

供
や
親
子
参
加
型
行
事
の
実
施
、
相
談
対
応
等
の
支
援
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
家
庭
教
育
支
援
を
総
合
的
に
推
進
。

【
地
域
提
案
型
の
学
校
を
核
と
し
た
地

域
魅
力
化
事
業
】
（
４
百
万
円
）

学
校
を
核
と
し
た
地
域
の
魅
力
を
創
造

す
る
取
組
と
し
て
、
地
域
が
提
案
す
る

創
意
工
夫
あ
る
独
自
で
多
様
な
取
組

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
。

（
前
年
度
予
算
額
：6
,8
32
百
万
円
）

2
9
年
度
予
定
額
：
6,
9
3
2百
万
円

学
校
を
核
と
し
て
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
好
循
環
を
創
出

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展

共
働
き
世
帯
、
一
人
親
世
帯
、

独
居
老
人
の
増
加

地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化

地
域
格
差
、
経
済
格
差
の
拡
大

子
供
た
ち
を

取
り
巻
く

地
域
力
の
衰
退

学
校
を
核
と
し
た
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
形
成

地
域
資
源
を
生
か
し
た
子
供

た
ち
の
豊
か
な
学
び
の
実
現

子
供
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
、

地
域
の
担
い
手
の
増
加

子
育
て
環
境
の
整
備
、

人
口
流
出
の
抑
制
、
地
域
の
活
性
化

学
校
を
核
と
し
た

地
域
力
強
化
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

様
々
な
施
策
の

展
開
に
よ
り
、

教
育
の
充
実
、

地
域
も
活
性
化

◇
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
と
地
方
創
生
の
推
進
に
は
、
学
校
と
地
域
が
相
互
に
か
か
わ
り
合
い
、
学
校
を
核
と
し
て
地
域
社
会
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
・
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
を
通
じ
て
、
一
億
総
活
躍
社
会
、
地
方
創
生
を
実
現

地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

【
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
】

（
８
６
百
万
円
）

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
」
の

活
用
等
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
供
の
安
全
を
見

守
る
体
制
を
整
備
し
、
地
域
社
会
と
連
携
し
た
学
校

安
全
に
関
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
力
の
強
化

を
図
る
。

地
域
の
特
色
あ
る
取
組
を

柔
軟
に
支
援

家
庭
教
育
の
困
難
さ

【
地
域
と
連
携
し
た
学
校
保
健
推
進
事
業
】

（
８
百
万
円
）

養
護
教
諭
の
未
配
置
校
等
に
対
し
、
経
験
豊
富
な
退
職

養
護
教
諭
を
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
派
遣
し
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
る
効

果
的
な
学
校
保
健
活
動
の
展
開
を
図
り
、
地
域
力
の
強

化
に
つ
な
げ
る
。

【
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
推
進

事
業
】
（
９
９
百
万
円
）

農
山
漁
村
等
に
お
け
る
体
験
活
動
に
お

い
て
、
地
域
人
材
や
地
域
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
世
代
間
交
流
や
都

市
農
村
交
流
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
。

地
域
学
校

協
働
活
動

家
庭
教
育

支
援

キ
ャ
リ
ア

教
育

キ
ャ
リ
ア

教
育

地
域
連
携

学
校
保
健

地
域
連
携

学
校
保
健

地
域
提
案

型
事
業

地
域
提
案

型
事
業

農
山
漁
村

体
験

農
山
漁
村

体
験

子
供
の

安
全

子
供
の

安
全

地
域
連
携
の

基
盤
づ
く
り
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大
学
生
等
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
し
て
参
画

【
子
供
た
ち
の
成
長
】

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

小
学
校

段
階

中
学
校

段
階

高
校

段
階

大
学
等

段
階

高
齢
者

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（学
校
区
レ
ベ
ル
）

従
来
の
学
校
支
援
地
域
本
部
等
を
基
盤
と
し
、

幅
広
い
地
域
住
民
や
団
体
等
の
参
画
に
よ
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
地
域
学
校
協
働
活

動
を
推
進

地
域
学
校
協
働
本
部

放
課
後
子
供
教
室

地
域
住
民
等
に
よ
る
小
学
校
で
の
放
課

後
の
学
習
支
援
、
体
験
機
会
の
提
供
及

び
居
場
所
づ
く
り
を
拡
充
。

地
域
未
来
塾

地
域
住
民
の
協
力
や
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
に
よ

り
、
学
習
が
遅
れ
が
ち
な
中
高
生
等
の

無
料
の
学
習
支
援
を
拡
充
。

外 部 人 材 を 活 用 し た 土 曜 日 の 教 育 支 援 活 動

民 間 企 業 等 の 多 様 な 経 験 や 技 能 を 持 つ 外 部 人 材 の 活 用 に

よ り 、 土 曜 日 等 の 特 色 ・ 魅 力 の あ る 教 育 プ ロ グ ラ ム を 充 実

近
年
、
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
に
は
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
、
社
会
総
が
か
り
で
教
育
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

平
成
27
年
12
月
の
中
教
審
答
申
（
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
）
や
平
成
28
年
1月
の
「
次
世
代
の
学
校
・
地
域
」
創
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
幅
広
い
地
域
住
民
や
企
業
・
団
体
等

の
参
画
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
、
地
域
を
創
生
す
る
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
機
能
強
化

に
よ
り
、
基
盤
と
な
る
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
び
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
人
材
育
成
、
放
課
後
子
供
教
室
、
地
域
住
民
等
に
よ
る
学
習
支
援
（
地

域
未
来
塾
）
、
外
部
人
材
の
活
用
に
よ
る
土
曜
教
育
の
取
組
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

地
域
学
校

協
働
活
動

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の

下
、
幅
広
い
地
域
住
民
等
が

参
画
し
、
地
域
全
体
で
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
、

地
域
を
創
生
す
る
活
動

・
学
び
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
人
材
育
成

・
郷
土
学
習

・
地
域
行
事
へ
の
参
加

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
体
験
活
動

・
学
校
周
辺
環
境
整
備
等

4,
00

0箇
所

統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（市
町
村
レ
ベ
ル
）

・
未
実
施
地
域
に
お
け
る
取
組
実
施
を
推
進

・
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
や
活
動
の

質
の
向
上

就
学
前

段
階

大
人

保
護
者
・

Ｐ
Ｔ
Ａ

企
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ

青
少
年

機
関
・

団
体

17
,7

50
箇
所

3,
70

0箇
所

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
統
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
拡
充
、
人

材
の
育
成
・
確
保
（研
修
の
充
実
、
質

の
向
上
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）
を
強
化

12
,0

00
箇
所

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
の
一
体
型
を

中
心
と
す
る
放
課

後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
の
推
進

地
域
住
民
等
の

参
画
の
促
進

ＩＣ
Ｔ
を
積
極
的
に

活
用
し
た
学
習
支

援
を
一
層
促
進

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村

1
/
3

【
補
助
率
】

（
前
年
度
予
算
額
6
,2
9
5
百
万
円
）

２
９
年
度
予
定
額
6
,4
3
5
百
万
円
）

・
地
域
住
民
等
や
学
校
と
の
連
絡
・
調
整

・
地
域
学
校
協
働
活
動
の
企
画
・
推
進
等

17
,5

00
人
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中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
に
、
教
員

O
Bや
大
学
生
な
ど
地
域
住
民
の
協
力
や
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
る
学

習
支
援
を
実
施

経
済
的
な
理
由
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
の
学
習
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
学
習
習
慣
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
い
な
い

中
学
生
・
高
校
生
等
へ
の
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
学
習
支
援
を
実
施

教
員
を
志
望
す
る
大
学
生
な
ど
の
地
域
住
民
、
学
習
塾
な
ど
の
民
間
教
育
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力
や
ＩＣ
Ｔ
機
器
、
学
習
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
等
の
活
用
に
よ
り
、
多
様
で
効
果
的
な
支
援
が
可
能

＜
放
課
後
学
習
支
援
＞

・
対
象
は
中
１
～
３
の
希
望
者

・
年
間
約
8
0
回

(学
期
中
の
週
２
回
(２
時
間
程
度
))

＊
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
、
無
料

・
指
導
員
に
よ
る
個
別
指
導
と
自
習

＊
指
導
員
：
退
職
教
員
や
教
員
志
望
の
大
学
生
な
ど

全
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
の
事
例

【
東
京
都
内
の
あ
る
中
学
校
の
取
組
】

学
習
支
援
が
必
要
な
中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援

～
地
域
住
民
の
協
力
を
得
た
地
域
未
来
塾
の
充
実
～

地
域
未
来
塾
に
つ
い
て ＊
学
習
支
援
が
必
要
な
中
学
生
・
高
校
生
等
に
対
し
て
学
習
習
慣
の
確
立
と
基
礎
学
力
の
定
着

＊
高
等
学
校
・
大
学
等
進
学
率
の
改
善
、
高
校
中
退
の
防
止
、
学
力
・
自
己
肯
定
感
の
向
上

学
習
機
会
の
提
供
に
よ
っ
て
、
貧
困
の
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

平
成

31
年
度
末
ま
で
の
目
標
数

H3
1年
度

５
，
０
０
０

中
学
校
区

（
公
立
中
学
校
の
約
半
数
）

H2
9年
度

３
，
６
０
０

中
学
校
区

高
校
生
支
援

の
促
進

高
校
生
支
援

全
国
展
開

（
前
年
度
予
算
額
：
２
６
９
百
万
円
）

２
９
年
度
予
定
額
：
３
２
２
百
万
円

※
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
６
，
４
３
５
百
万
円
の
一
部
で
実
施

H2
8年
度

３
，
０
０
０

中
学
校
区

新
た
に
高
校
生
の

支
援
に
着
手

ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
（
平
成

28
年

6月
2日
閣
議
決
定
）
（
抜
粋
）

経
済
的
な
理
由
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
学
習
が
遅
れ
が
ち
な
子
供
を
支
援
す
る
た
め
、
大
学
生
や
元
教
員
等
の
地
域
住
民
の
協
力
及
び

IC
Tの
活
用
等
に
よ
る
原
則
無
料
の
学
習
支
援
を

行
う
地
域
未
来
塾
を
、
平
成

31
年
度
（

20
19
年
度
）
ま
で
に
全
中
学
校
区
の
約
半
分
に
当
た
る

50
00
ヶ
所
に
拡
充
し
、
高
校
生
へ
の
支
援
も
実
施
す
る
。

- 5 -



放
課
後
子
供
教
室

（
文
部
科
学
省
）

教
育
活
動
推
進
員

教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

共
働
き
家
庭
等
の
「
小
１
の
壁
」
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
全
て
の
児
童
が
放
課
後
を
安
心
・

安
全
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
と
連
携
し
て
総
合
的
な
放
課
後
対
策
を
推
進

『
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
』

と
し
て
、
実
施
（
H
2
6
.7
月
策
定
）

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村
1
/
3

【
補
助
率
】

【
共
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
】

○
室
内
で
の
活
動

・
学
習
支
援
（
予
習
・
復
習
、
補
充
学
習
・
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
活
動
な
ど
）

・
多
様
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
実
験
・
工
作
教
室
、
英
会
話
、
文
化
・
芸
術
教
室
な
ど
）

○
校
庭
・
体
育
館
で
の
活
動

ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
一
輪
車
な
ど
）

平
成

31
年
度
末
ま
で
の
目
標
を
前
倒
し
て
実
現
！

【
H

28
年
度
】

15
,5

00
か
所

【
H

30
年
度
】

20
,0

00
か
所

約
半
数
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
一
体
型

放
課
後
子
供
教
室

～
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進
～

双
方
で
情
報
共
有

〈
学
校
区
毎
の
協
議
会
な
ど
で
一
体
型
・
連
携
型
の
取
組
を
促
進
〉

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
る
子
供
が

放
課
後
子
供
教
室
の
共
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
厚
生
労
働
省
）

多
様
で
質
の
高
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

特
別
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー

（
特
に
配
慮
が
必
要
な

子
供
た
ち
へ
の
支
援
）

（
学
習
支
援
や
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
、
安
全
管
理
）

大
学
生
、
地
域
の
高
齢
者
、

民
間
教
育
事
業
者
、
文
化
・
芸
術

団
体
等
の
様
々
な
地
域
人
材

特
別
支
援
学
級
の
介
助
員
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
有
資
格
者
、

障
害
者
施
設
実
務
経
験
者
な
ど

29
年
度
予
定
額
：
6,

43
5百
万
円
の
内
数

（
前
年
度
予
算
額
：
6,

29
5百
万
円
の
内
数
）

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
の
一
部
で
実
施

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

参
画

半
数
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と

一
体
型

【
H

29
年
度
】

17
,7

50
か
所

半
数
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と

一
体
型

半
数
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
一
体
型

連
携
・
協
力

ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
（
平
成

28
年

6月
2日
閣
議
決
定
）
（抜
粋
）

共
働
き
家
庭
等
の
小
１
の
壁
を
打
破
す
る
と
と
も
に
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

20
19
年
度
末
ま
で
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
約

12
2万
人
分
整
備
（
20

14
年
度
以
降
追
加
的
に

30
万
人
分
を
整
備
）

全
小
学
校
区
（
約

2万
か
所
）
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
供
教
室
を
一
体
的
に
又
は
連
携
し
て
実
施
し
、
う
ち
１
万
か
所
以
上
を
一
体
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
取
組
の
加
速
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

学
校
施
設
の
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
追
加
的
な
受
け
皿
整
備
を

20
18
年
度
末
に
前
倒
し
て
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
。

①
全
て
の
児
童
を
対
象
と
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化
・
充
実

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
一
体
型
又
は
連
携
型
の
放
課
後
子
供
教
室
を

計
画
的
に
整
備
（
特
に
一
体
型
の
取
組
を
加
速
化
）

※
一
体
型
推
進
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
一
体
型
の
放
課
後
子
供
教
室
の
設
備
整
備
や

ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
の
た
め
の
備
品
整
備
に
つ
い
て
、
「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現
す
る
経
済
対
策
」

（
平
成
2
8
年
8
月
2
日
閣
議
決
定
）
に
記
載
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○
支
援
活
動
の
企
画
・
運
営
、

○
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

等
を
担
う
中
核
的
人
材
を
養
成

就
学
時
健
診
や
保
護
者
会
、
参
観
日
な
ど
、
多
く
の
親
が

集
ま
る
機
会
を
活
用
し
た
学
習
機
会
の
提
供

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

【
講
座
例
】

○
小
学
校
入
学
時
講
座

○
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
有
害
情
報
対
策

社
会
経
済
の
変
化
に
伴
い
、
家
庭
教
育
が
一
層
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
親
が
安
心
し
て
家
庭
教
育
を
行
え
る
よ
う
、

地
域
人
材
の
養
成
を
通
じ
て
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
組
織
化
、
家
庭
教
育
支
援
員
の
配
置
等
を
行
い
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
保
護

者
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
や
親
子
参
加
型
行
事
の
実
施
、
相
談
対
応
等
の
支
援
活
動
を
実
施
す
る
。

悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
、
仕
事
で
忙
し
い
保
護
者
な
ど
、

様
々
な
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
情
報
提
供
や
相
談
対
応
を
実
施

家
庭
教
育
を
支
援
す
る
様
々
な
取
組
を
展
開

地
域
人
材
の
養
成

【
支
援
活
動
例
】

○
空
き
教
室
を
活
用
し
た
交
流
の
場
づ
く
り

○
企
業
訪
問
に
よ
る
出
前
講
座

○
家
庭
訪
問
に
よ
る
個
別
の
情
報
提
供
や
相
談
対
応

地
域
の
身
近
な
小
学
校
等
に
家
庭
教
育
に
関

す
る
情
報
提
供
や
相
談
対
応
等
を
専
任
で
行

う
家
庭
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
家
庭
教
育
支

援
体
制
を
強
化

家
庭
教
育
支
援
員
な
ど
の
地
域
人
材
を
中
心
と

し
た
チ
ー
ム
の
組
織
化

学
校
等
を
活
動
拠
点

に
支
援
内
容
を
検
討

【
チ
ー
ム
員
構
成
例
】

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
、

元
教
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、

保
健
師
等家
庭
教
育
支
援
体
制
の
構
築

○
学
習
機
会
や
交
流
の
場
づ
く
り
の
企
画

○
家
庭
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト

地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業

２
９
年
度
予
定
額
７
３
百
万
円

参
画

体 制 の 構 築

支 援 の 実 施

親
子
の
自
己
肯
定
感
、
自
立
心
な
ど
の
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
養
成
す
る
た
め
、
親
子
で
の
参
加
型
行
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
例
】

○
親
子
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
学
校
協
働
本
部

保
健
部
局
・
機
関

福
祉
部
局
・
機
関

学
校

Ｎ
Ｐ
Ｏ

企
業

（前
年
度
予
算
額
７
３
百
万
円
）
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２．地域の教育資源を活用した教育格差解消プラン
～親子の学び・育ち応援プラン～

（新 規）
29年度予定額 ８８百万円

１．事業の要旨
家族構成の変化、厳しい労働環境、地域・経済格差の進行等により困難を抱

える親子が増加しているが、こうした家庭では、親の学習、読書等の経験が十
分ではない状況も見られ、結果的に子供の教育機会に影響している状況が見ら
れる。このような子供の教育機会の格差は、学力等の格差を生み、将来的な経
済格差の要因となるなど世代間にわたる貧困の連鎖を生む要因となることから、
教育格差解消に向けた取組を促進することが喫緊の課題となっている。
このため、地域の多様な教育資源を効果的に活用し、困難を抱える親子の状

況等に応じたきめ細かなアプローチを行う多様で特色ある取組モデルを構築す
るとともに、地域発の教育格差解消の取組を全国に普及することにより、困難
を抱える親子が共に学び・育つことを応援し、家庭環境に関わらず全ての者が
活躍できる一億総活躍社会の実現の促進を図る。

２．事業の内容
地域の教育資源を活用した教育格差解消プラン
困難を抱える親子の状況等に応じて、地域発の多様で特色ある以下の取

組モデルを構築することができるよう、教育格差解消に資するプランを推
進するとともに、取組内容や成果の普及・啓発を行う。

①図書館資源を活用した困難地域等における読書・学習機会提供事業
図書館資源を活用した読書格差の解消に向けた活動を推進するため、

困難を抱える親子等を対象としたブックリストや指導法の開発等を通じ
た読書機会を充実。

②先駆的家庭教育支援推進事業（訪問型家庭教育支援の実施）
問題を抱え孤立した家庭に対する効果的な支援手法としてニーズが高

い訪問型家庭教育支援の実施を推進するため、保護者を学びの場や地域
とのつながりの場につなぎ、保護者の教育力を高めることを重視しつつ、
貧困、不登校等の様々な課題を抱えた家庭に対する類型別の効果的な支
援モデルを開発する。

③学びを通じたステップアップ支援促進事業
学力格差の解消及び高校中退者等の進学・就労に資するよう、高校中

退者等を対象に、高等学校卒業程度の学力の習得を目指し、地域の生涯
学習施設を活用した学習相談（進学・就労に対する保護者の理解促進の
観点から、保護者を含めた相談も可能。）及び学習支援を実施する。
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【
図
書
館
資
源
を
活
用
し
た
困
難
地
域
等
に
お
け
る
読
書
・
学
習
機
会
提
供
事
業
】（

37
百
万
円
）

図
書
館
資
源
を
活
用
し
た
読
書
格
差
の
解
消
に
向
け
た
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
困
難
を
抱
え
る
親
子
等
を
対
象
と
し
た
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
指
導
法
の
開
発
等
を
通
じ
た
読
書
機
会
を
充
実
。

地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
教
育
格
差
解
消
プ
ラ
ン
～
親
子
の
学
び
・
育
ち
応
援
プ
ラ
ン
～

◆
困
難
を
抱
え
る
親
子
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
多
様
で
特
色
あ
る
地
域
発
の
取
組
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
格
差
解
消
に
資
す
る
プ
ラ
ン
を
推
進
。

【
学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業
】（

20
百
万
円
）

学
力
格
差
の
解
消
及
び
高
校
中
退
者
等
の
進
学
・
就
労
に
資
す
る
よ
う
、
高
校
中
退
者
等
を
対
象
に
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
の
習
得
を
目
指
し
、
地
域
の
生
涯
学
習
施
設
を
活
用
し

た
学
習
相
談
（
進
学
・
就
労
に
対
す
る
保
護
者
の
理
解
促
進
の
観
点
か
ら
、
保
護
者
を
含
め
た
相
談
も
可
能
。
）
及
び
学
習
支
援
を
実
施
。

困
難
を
抱
え
る
親
子
が
共
に
学
び
・
育
つ
こ
と
を
応
援
す
る

地
域
発
の
教
育
格
差
解
消
の
取
組
を
推
進

共
働
き
世
帯
、
一
人
親
世
帯
の
増
加
、
核
家
族
化

教
育
格
差
の
拡
大
（
親
の
経
験
が
子
の
機
会
に
影
響
）

親
の
孤
立
化
（
悩
み
を
相
談
す
る
相
手
が
不
在
）

地
域
格
差
・
経
済
格
差
の
拡
大
、
貧
困
の
連
鎖

貧
困
の
連
鎖
解
消
の
た

め
、
親
子
が
共
に
学

び
・
育
つ
環
境
整
備

困
難
を
抱
え
る
親
子

の
状
況
等
に
応
じ
た

き
め
細
か
な

ア
プ
ロ
ー
チ

子
供
の
貧
困
問
題
等

の
課
題
解
決
に
向
け
、

地
域
総
掛
か
り
の

取
組
を
促
進

多
様
な
地
域
の
教
育

資
源
の
発
掘
・

効
果
的
な
活
用

読
書
格
差

家
庭
教
育
格
差

教
育
格
差
解
消
に
は
、
地
域
の
多
様
な
教
育
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
困
難
を
抱
え
る
親
子
双
方
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

困
難
を
抱
え
る
親
子
が
共
に
学
び
・
育
つ
た
め
の
地
域
発
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
一
億
総
活
躍
社
会
を
実
現

多
様
で
特
色
あ
る

取
組
モ
デ
ル
を
構
築

地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
教
育
格
差

解
消
プ
ラ
ン
～
親
子
の
学
び
・
育
ち
応
援
プ
ラ
ン
～

学
習
格
差

親
子
を
取
り
巻
く
困
難
な
環
境

地
域
の
教
育
資
源
の
活
用

困
難
を
抱
え
る
親
子
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

⇒
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
困
難
を
抱
え
る
親
子
が
共
に
学
び
・
育
つ
こ
と
を
応
援
し
、
教
育
格
差
を
解
消

福
祉
部
局
等
多
様
な

関
係
者
と
の
連
携

【
先
駆
的
家
庭
教
育
支
援
推
進
事
業
（訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
の
実
施
）
】（

20
百
万
円
）

問
題
を
抱
え
孤
立
し
た
家
庭
に
対
す
る
効
果
的
な
支
援
手
法
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
高
い
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
、
保
護
者
を
学
び
の
場
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
場

に
つ
な
ぎ
、
保
護
者
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
を
重
視
し
つ
つ
、
貧
困
、
不
登
校
等
の
様
々
な
課
題
を
抱
え
た
家
庭
に
対
す
る
類
型
別
の
効
果
的
な
支
援
モ
デ
ル
を
開
発
。

◆
プ
ラ
ン
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
教
育
格
差
解
消
に
資
す
る
関
係
施
策
と
も
連
携
し
つ
つ
実
施
す
る
こ
と
を
推
奨
。

○
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
、
家
庭
教
育
支
援
員
）

○
地
域
未
来
塾
な
ど
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

○
学
校
に
お
け
る
教
育
格
差
解
消
の
取
組
な
ど

○
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
（
平
成
２
８
年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）

生
活
困
窮
世
帯
等
の
子
供
に
対
し
、
学
習
支
援
や
親
の
養
育
支
援
等

を
含
め
た
包
括
的
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、
高
校
中
退
防
止
や
家

庭
訪
問
の
取
組
強
化
を
含
め
、
学
習
支
援
事
業
を
充
実
・
強
化
す
る

（
新

規
）

２
９
年
度
予
定
額

８
８
百
万
円
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教
育
・
福
祉

Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｐ
Ｔ
Ａ

文
化

団
体

企
業
・
経

済
団
体

地
域
の

青
少
年

地
域
の

高
齢
者

福
祉
関
係

機
関
・
団
体

大
学
等

社
会
教
育

関
係
団

体
・
施
設

地
域
の

成
人

労
働
関
係

機
関
・
団
体

地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
教
育
格
差
解
消
プ
ラ
ン
～
親
子
の
学
び
・
育
ち
応
援
プ
ラ
ン
～
イ
メ
ー
ジ

地
域
の
多
様
な
教
育
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
親
子
双
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
地
域
発
の
教
育
格
差
解
消
の
取
組
を
推
進

先
駆
的
家
庭
教
育
支
援
推
進
事
業

【
家
庭
教
育
格
差
の
解
消
支
援
】

学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

支
援
促
進
事
業

【
学
習
格
差
の
解
消
支
援
】

学
校
の
教

育
格
差
解

消
の
取
組

地
域
未
来
塾
等

地
域
学
校
協
働
活
動

研
究

機
関

図
書
館
資
源
を
活
用
し
た
困
難
地
域
等
に
お
け
る

読
書
・
学
習
機
会
提
供
事
業

【
読
書
格
差
の
解
消
支
援
】

全
国
に
成
果
を

普
及
・展
開

地
域
総
掛
か
り
で
困
難
を
抱
え
る
親
子
が
共
に
学
び
育
つ
こ
と
を
応
援

Ｓ
Ｓ
Ｗ

Ｓ
Ｃ

民
生
委
員
・

児
童
委
員

地
域
の
多
様
な
関
係
者
や

多
様
な
活
動
と
連
携

連
携
・
情
報
共
有

し
な
が
ら

取
組
を
推
進

多
様
な
地
域
の

担
い
手
が
参
加

福
祉
の
専
門
家

と
の
連
携

親
子
の
年
代
に
応
じ
た

多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ

家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
等

- 10 -



○
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成

困
難
を
抱
え
る
親
子
（
幼
稚
園
～
小

学
校
段
階
を
想
定
）
を
対
象
と
し
た

「
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
作
成

○
指
導
法
・
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

対
象
の
特
性
を
踏
ま
え
、
教
育
現
場

や
福
祉
現
場
で
活
用
で
き
る
指
導
法
や

活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

○
普
及
・
啓
発

域
内
の
自
治
体
に
お
け
る
普
及
・
啓

発
を
行
う
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

や
事
例
集
の
作
成
等

子
供
の
貧
困
問
題
等
の
困
難
地
域
等
に
お
い
て
読
書
格
差
の
解
消
を
図
る
た
め
、
多
様
な
場
に
お
い
て
困
難
を
抱
え
る

親
子
の
読
書
活
動
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
が
地
域
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
よ
う
そ
の
機
能
強
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
困
難
地
域
等
に
お
い
て
図
書
館
資
源
を
活
用
し
た
読
書
格
差
の
解
消
に
向
け
た
活
動
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
困
難
を
抱
え
る
親
子
等
を
対
象
と
し
た
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
指
導
法
等
の
作
成
等
を
通
じ
て
読
書
機
会
の
充
実
を
図
る
。

趣
旨

図
書
館
資
源
を
活
用
し
、
地
域
総
掛
か
り
で
子
供
の
貧
困
・
読
書
格
差
解
消
に
資
す
る
活
動
を
推
進

○
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
の
提
供
に
よ
り
、
多
様
な
場
に
お
い
て
困
難
を
抱
え
る
親
子
等
の
読
書
活
動
機
会
を
確
保

○
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
の
作
成
等
を
通
じ
て
、
地
域
課
題
（
子
供
の
貧
困
問
題
等
）
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
よ
う
図
書
館
や
司
書
等
の

職
員
の
機
能
強
化
、
事
業
の
質
の
向
上

図
書
館
資
源
を
活
用
し
た
困
難
地
域
等
に
お
け
る
読
書
・
学
習
機
会
提
供
事
業

（
新

規
）

2
9
年
度
予
定
額

3
7
百
万
円

事
業
計
画
の
枠
組
み

事
業
内
容
（
例
）

図
書
館

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
の
公
表
、

普
及
啓
発

・
困
難
を
抱
え
る
親
子
等
を

支
援
す
る
教
育
・
福
祉
機
関
、

施
設
、
関
係
団
体
等

・
学
校
図
書
館
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
等
の

学
校
の
教
職
員

な
ど

活
用
現
場

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
編
纂
委
員
会

・
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
検
討

・
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
関
連
す
る
指
導
法

や
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
検
討

※
上
記
検
討
の
参
考
に
資
す
る
よ
う
、
右
記

機
関
・
施
設
・
団
体
等
と
連
携
し
て
効
果
の

実
証
を
実
施
。

連
携

情
報
提
供
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ひ
と
り
親
家
庭
や
経
済
的
問
題
に
よ
り
家
庭
生
活
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る
家
庭
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
育
て
家
庭
は
、

子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
孤
立
し
が
ち
な
状
況
に
あ
る
。
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
は
、
こ
う
し
た
家
庭
に
対
す
る
効
果
的
な
支
援
手
法
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
高
い
一

方
、
地
域
人
材
の
不
足
や
家
庭
教
育
支
援
員
の
ス
キ
ル
不
足
及
び
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

様
々
な
課
題
を
抱
え
た
家
庭
に
対
す
る
類
型
別
の
効
果
的
な
支
援
モ
デ
ル
の
開
発
を
国
の
主
導
に
よ
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
行
う
。
貧
困
、
不
登
校
等
の
支
援
が
必
要
な
家
庭
の

類
型
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
構
築
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
を
学
び
の
場
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
場
に
つ
な
ぎ
、
保
護
者
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

背
景

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

都
道
府
県
（
５
か
所
）

市
町
村
（
２
か
所
）

文
部
科
学
省

委
託

○
事
業
全
体
に
係
る
総
合
調
整
、
評
価
・
助
言

•
協
議
会
を
設
置
し
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
関
係
機
関

等
と
の
連
携
・
協
力
の
推
進

•
各
地
域
に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
評
価
・
助
言

○
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
員
の
養
成

•
各
地
域
に
お
け
る
取
組
の
中
核
と
な
る
人
材
を
対
象
に
、

必
要
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
養
成

講
座
を
実
施

児
童
館

保
健
・
福
祉
行
政

公
民
館 学
校

家
庭

保
健
所

保
健
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

児
童
相
談
所

教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
団
体

○
事
業
の
選
定
・
評
価
○
実
施
に
対
す
る
助
言

○
取
組
の
全
国
展
開
に
向
け
た
検
討

再 委 託 ・ 人 材 養 成

①
訪
問
に
よ
る
相
談
対
応

や
情
報
提
供

②
学
習
・
居
場
所

へ
の
参
加
促
進

臨
床
心
理
士

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

民
生
・
児
童
委
員

教
員
Ｏ
Ｂ

社
会
福
祉
士

訪
問
型

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

Ｓ
Ｓ
Ｗ

④
活
動
拠
点

の
構
築

先
駆
的
家
庭
教
育
支
援
推
進
事
業
（
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
の
実
施
）

（
新

規
）

2
9
年
度
予
定
額

2
0
百
万
円

③
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
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＊
高
校
進
学
率

・
全
世
帯
：
９
８
．
８
％

⇔
・
生
活
保
護
世
帯
：
９
２
．
８
％

＊
高
校
中
退
者

＊
若
年
無
業
者

・
毎
年
５
万
人
程
度

・
約
５
６
万
人

＊
就
職
内
定
率

・
高
校
新
卒
者
：
約
９
割

⇔
中
学
新
卒
者
：
約
３
割

＊
高
卒
資
格
を
受
験
要
件
と
す
る
教
育
機
関
や
職
業
資
格

・
学
校
：
大
学
、
専
門
学
校

等

・
職
業
資
格
：
保
育
士
試
験
、
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

等

＊
高
校
中
退
者
の
意
識

・
高
卒
資
格
が
必
要
：
約
８
割

■
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
（
平
成
2
8
年
6
月
2
日
閣
議
決
定
）

➤
工
程
表
：
希
望
ど
お
り
の
結
婚
（
若
年
の
雇
用
安
定
化
・
所
得
向
上
）
①
（
若
者
の
雇
用
安
定
・
待
遇
改
善
（
そ
の
２
）
）

■
教
育
再
生
実
行
会
議
第
九
次
提
言
（
平
成
2
8
年
5
月
2
0
日
）

現
状
・
背
景

高
校
中
退
者
等
は
、
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
お
い
て
不
利
な
立
場
に
あ
り
、
高
卒
資
格
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
者
が
多
い
一
方
で
、
高
校
中
退
者
等
を
対
象
と

し
た
学
び
直
し
の
た
め
の
支
援
体
制
が
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
、
国
に
お
い
て
、
高
校
中
退
者
等
を
対
象
に
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
学
習

相
談
及
び
学
習
支
援
の
モ
デ
ル
と
な
る
地
方
公
共
団
体
の
取
組
に
つ
い
て
、
実
践
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
成
果
の
全
国
展
開
を
図
る
。

趣
旨

・
教
育
委
員
会
事
務
局
Ｏ
Ｂ
や
退
職
教
員
等
に
よ
る
①
学
び

に
応
じ
た
教
科
書
や
副
教
材
の
紹
介
、
②
高
卒
認
定
試

験
の
紹
介
、
③
教
育
機
関
や
修
学
の
た
め
の
経
済
的
支

援
の
紹
介
な
ど
、
学
習
に
関
す
る
相
談
・
助
言
を
行
う
。

・
図
書
館
、
公
民
館
等
の
地
域
の
生
涯
学
習
施
設
を
活
用
し
、

学
習
者
に
対
し
て
学
習
の
場
を
提
供
す
る
。

・
退
職
教
員
、
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力

を
得
て
、
学
習
者
の
自
習
を
支
援
す
る
。

実
施
箇
所
数
：
４
か
所

※
実
施
主
体
：
教
育
委
員
会
又
は
首
長
部
局
の
生
涯
学
習
担
当
部
署

高 卒 認 定

試 験 合 格

高
校
生

若
者
の
社
会
的
自
立

【
具
体
的
な
施
策
】

・
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有
す
る
子
供
・
若
者
等
の
就
労
・
自
立
の
実
現
に
向
け
、
個
々
人
に
応
じ
て
切
れ
目
な
い
支
援
を

各
地
で
提
供
す
る
た
め
、
内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
・
文
部
科
学
省
の
３
府
省
が
連
携
し
、
寄
り
添
い
型
、
伴
走
型
の
支
援
の
全
国
展
開
を
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
進
め
る
（
地
域
に
お
け
る
子
供
・
若
者
伴
走
型
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
推
進
）
。

（
中
略
）

③
高
校
・
高
等
専
修
学
校
と
サ
ポ
ス
テ
等
の
連
携
に
よ
る
中
退
者
・
若
年
無
業
者
・
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
等
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
等
の
就
労

支
援
や
高
卒
資
格
の
取
得
に
向
け
た
学
び
の
支
援
を
実
施
。

支
援

高
校
中
退
者
・
若
年
無
業
者
等

進
路
指
導

（
中
退
防
止
）

学
習
支
援

何
を
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い

高
校
を
辞
め
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔

職
業
資
格
取
得
・
就
職

※
ＩＣ
Ｔ
教
材
を
は
じ
め
、
教
科
書
セ
ン
タ
ー
等
の
協
力
を
得
て
、
教
科
書
や

副
教
材
の
閲
覧
・
貸
出
も
可
能
と
す
る
。

学
習
相
談

[
高
校
中
退
者
を
継
続
支
援
す
る
体
制
の
構
築
等
]

（
前
略
）
高
等
学
校
中
退
者
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
が
協
力
し
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
地
方
公
共
団
体
の
福
祉
・
労
働
部
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
が
連
携
し
て
、
中
退
後
も
就
労
や
再
度
の
就
学
に
つ
な
げ
る
支
援
を
行
う
体
制
の
構
築
を
促
進
、
支
援
す
る
。

高
校
教
員

概
要

職
業
訓
練
機
関

サ
ポ
ス
テ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

仕
事
に
就
き
た
い

就
労
支
援

中
退
防
止
や
中
退
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、

従
前
よ
り
、
高
校
の
進
路
指
導
や
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
中
心
と
し
た
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ

大
学
進
学

※
本
人
の
み
で
な
く
、
保
護
者
を
含
め
た
相
談
も
可
能
と
す
る
。

（
・
全
世
帯
１
．
４
％

⇔
・
生
活
保
護
世
帯
：
４
．
５
％
）

学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業

（
新

規
）

2
9
年
度
予
定
額

2
0
百
万
円

学
習
相
談
員

学
習
支
援
員

連
携

連
携

Ｎ
Ｅ
Ｗ
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３．博物館ネットワークによる未来へのレガシー
継承・発信事業

（前年度予算額 ２６百万円）

29年度予定額 ２３百万円

１．事業の要旨
国際博物館会議（ICOM）大会（※）は、世界各国から博物館関係者が多数参

加する世界的な博物館の祭典であり、平成31年に第25回ICOM大会の開催が京都
市にて予定されている。さらに、その翌年の東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会においても、極めて多くの外国人が来日することになり、我が国の
学術や文化芸術に対する関心がますます高まることが見込まれる。

政府全体でも、「日本再興戦略2016」（平成28年６月２日閣議決定）におい
て、文化芸術資源を活用した経済活性化を図るため、観光立国実現に向けた博
物館の機能強化の必要性が示されている。他方、「第５期科学技術基本計画」
（平成28年１月22日閣議決定）では、科学技術のイノベーションの推進において、
科学技術と社会を結びつける博物館の役割にも大きな期待が寄せられている。

このようなタイミングを我が国の学術や文化芸術のレガシーを広く国内外に
発信する絶好の機会と捉え、複数の特色ある博物館を活用した効果的で魅力あ
る観光振興や国際交流の取組を推進する。具体的には、複数の博物館を中心と
した連携組織（コンソーシアム）による国内外の博物館連携を一層推進し、専
門家や民間事業者等を積極的に活用して、観光マネジメントにも強い学芸員の
人材育成、多言語による効果的な博物館の国際発信、訪日外国人の増加に対応
した博物館の魅力を向上させる新たな取組の実施等、観光振興や国際交流等の
拠点としての博物館の機能強化を図る取組モデルを構築し、博物館を核とした
新たな地域創生につなげる。

※ 国際博物館会議（ICOM）大会

国際的な博物館の専門家組織である国際博物館会議（ICOM）が、30の分野別の会において議論され

ている博物館の課題について、３年に１度、ICOM加盟国の都市に集結して開催する世界大会。開催

国の実行委員会と共催で実施され、約１週間に渡って全体総会、大会テーマに則した基調講演、シ

ンポジウム、各分科会、国内の博物館施設の視察が行われるものであり、世界各国から約3,000人

の博物館専門家の参加者が見込まれる。

２．事業の内容
複数館で博物館の魅力を高める事業を実施することにより、観光振興や

国際交流の拠点としての博物館の機能強化を図る。

①学芸員の研修プログラムの実施
・海外博物館との交流（学芸員の招聘・派遣、セミナー開催）、観光マ
ネジメントにも強い学芸員の育成

②多言語による国際発信
・ＩＣＴを活用した広報技術の強化（インターネットを活用した情報発
信の充実、ガイドブック、動画等の作成）

・訪日外国人の増加に対応した多言語による館内案内や展示解説の充実、
移動展示、外国人向けプログラムの開発）

③地域における博物館の魅力向上
・博物館を核とする観光や学びを通じた地域振興（観光業界や周辺施設
等と連携した開館時間延長、ユニークベニュー、アウトリーチ活動等
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海
外
の
博
物
館

博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
未
来
へ
の
レ
ガ
シ
ー
継
承
・
発
信
事
業

（
前
年
度
予
算
額

26
百
万
円
）

29
年
度
予
定
額

23
百
万
円

地
域
の
核
と
な
る

博
物
館
づ
く
り

連 携

ＩＣ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
に
向
け
た
取
組
を
通
じ
た
博
物
館
の
活
性
化
・国
際
化
に
よ
り
、
観
光
振
興
や
国
際
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
博
物
館
の

機
能
を
強
化
し
、
博
物
館
を
核
と
し
た
新
た
な
地
域
創
生
に
つ
な
げ
る専
門
家
や
民
間

事
業
者
（
※
）
の

活
用

博
物
館
A

博
物
館
B

博
物
館
C

博
物
館
D

分
野
・
地
域
ご
と
の
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

連 携

複
数
館
に
よ
る
博
物
館
の
魅
力
を
高
め
る
事
業
を
連
携
し
て
実
施

IC
O

M
国
際
委
員
会

学
校
、
大
学
等

地
域
、
観
光
業
界

学
校
と
連
携
し
た
出
前
講
座
の
実
施

⇒
親
子
で
楽
し
め
る
博
物
館

訪
日
外
国
人
の
増
加
へ
の
対
応

⇒
観
光
拠
点
化
、
賑
わ
い
の
創
出

学
芸
員
等
の
国
際
交
流

⇒
多
言
語
対
応
力
の
強
化

学
芸
員
等
の
派
遣
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催

⇒
IC

OM
京
都
大
会
へ
の
盛
り
上
げ

国
際
発
信
・交
流
、

人
材
育
成

（
１
）
学
芸
員
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

・
海
外
博
物
館
と
の
交
流
（
学
芸
員
の
招
聘
・
派
遣
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）
、
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
強
い
学
芸
員
の
育
成

（
２
）
多
言
語
に
よ
る
国
際
発
信

・
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
広
報
技
術
の
強
化
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
充
実
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
動
画
な
ど
の
作
成
）

・
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
対
応
し
た
多
言
語
に
よ
る
館
内
案
内
や
展
示
解
説
の
充
実
、
移
動
展
示
、
外
国
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

（
３
）
地
域
に
お
け
る
博
物
館
の
魅
力
向
上

・
博
物
館
を
核
と
す
る
観
光
や
学
び
を
通
じ
た
地
域
振
興
（
地
域
や
観
光
業
界
と
連
携
し
た
開
館
時
間
延
長
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
）

日
本
再
興
戦
略

20
16
（
平
成

28
年

6月
2日
閣
議
決
定
）

学
芸
員
や
文
化
財
保
護
担
当
者
等
に
対
す
る
文
化
財
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
関
す
る
講
座
の
新
設
等
に
よ
る
博
物
館
の
機
能
強
化

※
旅
行
関
連
企
業
や
観
光
に
関
す
る
資
格
保
有
者
等
を
想
定
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４．男女共同参画推進のための学び・キャリア
形成支援事業

（新 規）

29年度予定額 ３１百万円

１．事業の要旨

男女がともに仕事と家庭、地域における活動に参画し、活躍できるような社会の実現

を目指すためには、個人の可能性を引き出すための学びが必要不可欠である。しかしな

がら、学びの場として重要な教育機関である大学等における保育所の整備は十分に進ん

でおらず、学生の受入れや学業・研究の時間に応じた一時保育等の多様なニーズに応え

られていない現状がある。

「女性活躍加速のための重点方針２０１６」においても、大学等において女性が子育

てをしながら学習・研究しやすい環境を整備するため、大学と地方公共団体等が連携し

た保育施設や保育サービスの提供に関する先進事例の把握や実証的検証等を通じて、大

学等における保育環境整備の仕組みづくりのモデルを構築し、全国に普及させるととも

に、学びから就労への円滑な移行など、保育環境整備とキャリア形成支援の一体的な推

進等について検討することとされている。

また、平成28年6月2日に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」においては、

若者へ職業や家庭、将来について実践的に考える機会を提供するため、実践的教材を用

いた学習の実施などを推進するとされている。

これらを踏まえ、大学等において女性が子育てをしながら学ぶことのできる環境を整

備するため保育環境整備を進めるとともに、若者がライフイベントを踏まえた上で進路

や就労の選択を行えるよう、男女共同参画の視点に立ったライフプランニング支援の推

進を図るなどのキャリア形成支援を推進する。

２．事業の内容

（１）学びを通じた男女共同参画のための有識者検討委員会の設置

大学等において女性が子育てをしながら学ぶことのできる環境を整備するため保育

環境整備を進めるとともに、若者がライフイベントを踏まえた上で進路や就労の選択

を行えるよう、男女共同参画の視点に立ったライフプランニング支援の推進（大学・

社会人教育への展開）を図るなどのキャリア形成支援を推進する。

（２）保育環境整備とキャリア形成支援の一体的な実践事例の収集・分析

学びから就労への円滑な移行など大学等の保育環境の整備とキャリア支援を一体的

に実施しているグッド・プラクティスの収集・分析を行い、取組の推進を図る。

（３）大学等における保育の仕組みづくりのモデル構築

大学等における地域と連携した保育所の設置や、新たな保育サービスの実施に向け

て、どのような課題があるのかを実証的に検証し、大学等における保育環境の整備を

推進するためのモデルを構築する。

（４）地域と大学等の連携による女性の学び支援研究協議会

実践者による取組報告・課題の共有、人的交流により取組の普及を図る。
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学
び
を
通
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
有
識
者
検
討
委
員
会
の
設
置

・
大
学
等
に
お
け
る
保
育
施
設
の
設
置
は
ま
だ
不
十
分
。
学
業
・研
究
の
時
間
に
応
じ
た
一
時
保
育
等
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。

・
女
性
が
子
育
て
等
を
し
な
が
ら
学
び
続
け
て
い
け
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

・
若
年
層
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
も
重
要
。

大
学
等
に
お
け
る
学
び
の
た
め
の
環
境
整
備
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
の
モ
デ
ル
を
構
築
・
普
及
に
よ
り
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
！

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
学
び
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
事
業

現
状
・
課
題

女
性
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
一
体
的
な
推
進
が
必
要

大
学
等
に
お
い
て
女
性
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
保
育
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
者
が
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
踏
ま
え

た
上
で
進
路
や
就
労
の
選
択
を
行
え
る
よ
う
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
推
進
を
図
る
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
推
進
す
る
。

合
い
体
験
、
多
様
な
職
業
人
材
・
専
門
家
と
の
対
話
等
の
体
験
・
交
流
活
動
を
強
化
す
る
。

『
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
』
（
平
成
2
8年
6
月
2
日
閣
議
決
定
）

③
結
婚
支
援
の
充
実
（
具
体
的
施
策
）
（
抜
粋
）

全
て
の
高
校
生
に
対
し
て
、
自
分
の
職
業
や
家
庭
、
将
来
に
つ
い
て
実
践
的
に
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
外
部
協
力
者
の
参
画
を
得
つ
つ
既
存
の
教
科
を
有
機
的
に
連

携
さ
せ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
入
り
の
実
践
的
教
材
を
用
い
た
学
習
の
実
施
、
乳
幼
児
触
れ

合
い
体
験
、
多
様
な
職
業
人
材
・
専
門
家
と
の
対
話
等
の
体
験
・
交
流
活
動
を
強
化
す
る
。

こ
の
た
め
、
教
材
の
作
成
・配
布
、
都
道
府
県
単
位
の
実
行
体
制
の
構
築
、
教
育
課
程
の

改
善
・
充
実
と
そ
の
徹
底
、
大
学
・
社
会
人
教
育
へ
の
横
展
開
な
ど
を
推
進
す
る
。

『
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
２
０
１
６
』

１
．
子
育
て
基
盤
等
の
整
備
（
２
）
家
事
・
子
育
て
・介
護
支
援
の
充
実

④
大
学
等
に
お
い
て
女
性
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
学
習
・研
究
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
大
学
と
地
方
公
共
団
体
等
が
連
携
し
た
保
育
施
設
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

関
す
る
先
進
事
例
の
把
握
や
実
証
的
検
証
等
を
通
じ
て
、
大
学
等
に
お
け
る
保
育
環
境
整

備
の
仕
組
み
づ
く
り
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
全
国
に
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
び
か
ら
就
労

へ
の
円
滑
な
移
行
な
ど
、
保
育
環
境
整
備
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
一
体
的
な
推
進
等
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

➀
大
学
等
に
お
け
る
保
育
の
仕
組
み
づ
く
り
の
モ
デ
ル
構
築

自
治
体
等
と
連
携
し
た
保
育
環
境
や
一
時
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
検
証

➁
保
育
環
境
整
備
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
一
体
的
な
実
践
事
例
調
査

学
び
か
ら
就
労
へ
の
円
滑
な
移
行
な
ど
大
学
等
の
保
育
環
境
の
整
備
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
一
体

的
に
実
施
し
て
い
る
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
収
集
・
分
析

➂
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
推
進

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
大
学
・
社
会
人
教
育
へ
の
展
開

④
地
域
と
大
学
等
の
連
携
に
よ
る
女
性
の
学
び
支
援
研
究
協
議
会

実
践
者
に
よ
る
取
組
報
告
・
課
題
の
共
有
、
人
的
交
流
に
よ
る
普
及

2
9
年
度
予
定
額

3
1
百
万
円
（
新
規
）

29
年
度

28
年
度

地
域
と
教
育
機
関
の
連
携
に
よ
る
女
性
の
学
び
を
支
援
す
る
保
育
環

境
の
在
り
方
の
検
討

➀
大
学
等
に
お
け
る
保
育
に
つ
い
て
の
先
進
事
例
の
課
題
収
集
・
把
握

➁
大
学
等
に
お
け
る
保
育
の
仕
組
み
づ
く
り
の
モ
デ
ル
構
築

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
加
速
に
向
け
た
学
習
機
会

充
実
事
業

➀
若
者
の
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
の
推
進

➁
社
会
参
画
に
つ
な
が
る
女
性
の
学
び
の
促
進
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